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観光情報サービス
と社会実装

• 旅⾏者によるプランニング
• 観光まちづくりの⽀援

接客サービスの
分析と教育支援

• おもてなし、接客スキル
• 他者の⼼理・⾏動の認知モデル
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製造業の
サービス化

• サービスCAD
• 製品サービスシステム
• サービスデザイン

認知的コンピテンシーの名称 尺度
1. 【リスク察知⼒】 保安や旅客の体調について考察する量
2. 【保安・接客サービスバランス⼒】 保安と旅客のことを同時に考える量
3. 【旅客⼼理を慮る⼒】 旅客のニーズや感情を慮ってアプローチを控える量
4. 【旅客の反応を予測し

アプローチを控える⼒】
⾃⾝のアプローチによる旅客の反応を予測して
アプローチを控える量

・気づき、⾏動する（受動的なアプローチを含む）
・CAとしてできることの模索

保安や接客などのベース

若⼿

中堅

熟練者

• 能動的なアプローチにより、情報を引き出す
• “⾃分”ではなく“旅客”を主体にして考える

保安・体調・⾏動の解釈に関する考察の量
→【リスク察知⼒】

アプローチする場合の頻度データの分布

クラスタ1：若手

クラスタ2：混合
＋

行動の解釈・
他の旅客に関する

考察量

保安・アプローチ案
体調に関する考察量

クラスタ3：ベテラン

5. データからのスキルの差異の解明
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 首都大学東京都市環境学部の倉田陽平研究室（自然・文化ツーリズムコース）は、東京大学人

工物工学研究センターの原辰徳研究室とともに、旅行プラン作成支援ツール「CT-Planner」を

開発してきました。このたび、東海旅客鉄道株式会社（ＪＲ東海）が運営するキャンペーン「Japan 

Highlights Travel」のウェブサイト（http://japan-highlightstravel.com/jp/）において、こ

のCT-Plannerの特別版が搭載され、サイト上から東海道沿いの三地域（三島・静岡・浜松）の

観光プランを気軽に作成できるようになりました。 

 

【Japan Highlights Travel】 

歴史や文化、産業、自然など、あらゆる面で日本を代表する観光資源が集積している「東海道」

への観光誘客を目的として、東海道新幹線開業５０周年を機に、平成 26年 9月から展開を開始

したＪＲ東海の観光キャンペーンです。東海道新幹線沿線の自治体や地域の方々の協力のもと、

ＷＥＢサイトを中心に沿線地域の魅力を紹介しており、日々の旬な観光情報が検索できる便利な

ツールや、動画、絶景写真など、様々なコンテンツを取り揃えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東海観光キャンペーン Japan Highlights Travelのウェブサイトに 
首都大・東大で共同開発された旅行プラン作成支援ツール

CT-Plannerが搭載されました 

平 成 2 ８ 年 6 月 ９ 日 

公立大学法人首都大学東京 

    

ホテルの客室設置端末で⺠間事業者の観光プロモーションサイトで

観光案内所
の設置端末で

公共性の⾼い地域の
観光プロモーションサイトで

メインのウェブサイトで
(http://ctplanner.jp)

コンシェルジュデスクで

観光まちづくり⽀援ツールとして

受給者

状態変化

提供者

コンテンツ

チャネル

誰に対して、何故？
ペルソナ・シナリオ

誰と協力して？
利害関係者間の関係

何を？
サービス内容の
機能・属性表現

どのように？
行為としてのサービス
サービスの提供プロセス

Customer A

Customer B

Customer C
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設計プロセス
ウィザード

設計操作サービス事例
データベース
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原研究室 （サービス工学研究室）

2011〜2018年度
�製造業のサービス化、設計⽀援、観光情報、
接客、共創などに関するサービス⼯学研究
2018年度末に精密・⼈⼯物から転出
� 2022年度に再着任し、研究室も再開
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近年の、サービス工学の教育関連の成果

� 放送⼤学「サービスサイエンス 」
w 23年度開講、ラジオ科⽬、年300⼈受講、主任講師（岡⽥・原）

� サービス⼯学／サービスサイエンスの講義
w 東京、⼀橋、筑波、電気通信、⾹川、JAIST、都⽴産技、慶應、早稲⽥、

法政、東洋、芝浦⼯業、東京理科、関⻄、千葉商科（科⽬再編済）、⼤阪産業など
w UXデザインやサービスデザイン関係を含めれば、より多数存在

� サービスイノベーション、従来のマーケティング講義等にサービス⼯学を追加
w 京都、東⼯、宮城、横浜市⽴、⽴命館、⽴教、東京⼯科、千葉商科など

� 教員公募でも、サービス⼯学の分野・Keywordが増加
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そもそも、いつからサービス工学を始めたか？
� 2002年︓⼈⼯物にサービス⼯学研究部⾨設置（新井⺠夫センター⻑）
� 2003年︓原）卒論⽣として、⼈⼯物・下村研究室に配属
� 2005年︓原）下村先⽣の異動に伴い、M2の4⽉から新井研に在籍

w 新井研のその年の学部⽣も関連テーマになり、いきなり3⼈の⾯倒をみることを

2005年 新井・横井・太⽥研ミニ論⽂発表会
� セッション３ 13:00~14:00 座⻑  Loh Chee Siong (M2)

新井 ⺠夫 サービス⼯学の論理
原 ⾠徳（M2） サービス⼯学に基づく、サービス設計⽀援システムの具体構成
吉光 陽平（B4） サービス⼯学における顧客価値の評価に関する研究
林  智治（B4） サービス⼯学におけるフローモデルの詳細化
後藤 洋平（B4） 創造的サービス設計のための拡張機能表現の提案
M.I. Boyonas（M1） Method in QFD Optimization



5【D論】 製品の概念設計を応⽤したサービスの設計⼯学研究

�【従来研究】 製品（モノ）とサービス（コト）とを⼀体的に設計する⽅法論が未確⽴
�【本研究】マーケティング、⼈⼯物の機能設計⼿法、システム⼯学、プロセスモデリングなどを

理論的基盤とした製品サービスシステム（提供物）の汎⽤的な表現⼿法を構築
w 計算機によるモデル化・評価・設計⽀援システム（サービスCAD）の具体構築と検証

T. Hara, T. Arai and Y. Shimomura. A CAD system for service
innovation: integrated representation of function, service activity, and
product behaviour. Journal of Engineering Design, 20/4, 367-388, 2009.

受給者

状態変化

提供者

コンテンツ

チャネル

誰に対して、何故︖
ペルソナ・要求項⽬

何を︖
サービス内容の
機能・属性表現

誰と協⼒して︖
利害関係者間の関係 どのように︖

サービスの提供プロセス、相互作⽤

評価における
主観性の明確化

サービス品質／
顧客満⾜度の決定構造

サービスの⼿順書
（図⾯）

ペルソナ A

ペルソナ B

ペルソナ C

デザインレビュー、合意形成

顧客分析
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世間一般）サービスデザインとは？
� 顧客（≒利⽤者、ユーザ）の使⽤プロセスに⼊り込み、より良い体験や価値を創り出す
� ものづくりでいえば、ユーザに届けられる機能・サービスの観点から、製品をデザインしていく

w ⾃動⾞ → 移動サービスのデザイン

ランニング
体験

シューズの
選択・購⼊

⽇々の
ランニング

他のラン
ナーとの
情報交換

ランニング
イベントの
企画・参加

2010年代には、ヒトの理解に重点を置いた、⼈間中⼼設計／サービスデザインが普及

* 2014年頃のadidas社の事業（サービス）に基づき作成
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原の外部活動も含めた、最近研究・教育の概要
� 転出後に開拓した⼆分野の活動を、サービス⼯学と融合し、発展させている段階にある

サービス⼯学

社会システム
デザイン

サービス
エクセレンス
（+ 標準化活動）

• RACE-ダイキン社会連携講座
「次世代ものづくりアーキテクチャ」

• ⺠間企業への学術指導 【Type C】

• ⺠間企業との共同研究 【Type B】
積⽔化学⼯業、ブリヂストン（社内展開）

• Design for Excellent Service (DfES)
• ⽣成AI, サービスLAD (LLM-aided Design）
• 価値共創の数理モデル構築（サービス・テコロジー）
• ⽣理計測による感情推定とユーザ体験評価
• ⺠間企業との共同研究 【Type A】

NEC、ANA総合研究所、⽇本精⼯、三菱重⼯業

• 製造業のサービス化、設計⽀援、接客、観光情報、
共創⽀援などをキーワードとした研究

• 放送⼤学「サービスサイエンス」 開講 (23ʼ-)
• サービス学会、精密⼯学会、⽇本機械学会等

過去数年での新たなトピック
• 姿勢計測による作業者の健康リスク⾃動評価
• 知的⽣産システム、サービスロボット／HRC

• 社会システム・デザインの⽅法論
⽇本⽣産性本部 経営アカデミー
公共⼈材の育成（官僚向け研修）

• デジタル庁（⾮常勤⺠間専⾨⼈材）

• 東京⼤学 総括プロジェクト機構
「サービスエクセレンス」総括寄付講座
（共同代表、兼務）

• ISO/TC312 国際標準化活動
• 経産省 サービス標準化WG
• ⽇本産業標準調査会 臨時委員
• ⽇本品質管理学会
• ⽇本サービス⼤賞
• ⽇本ホスピタリティ推進協議会
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サービスエクセレンスに関する国際標準活動（ISO/TC 312）

ISO 23592:2021
“サービスエクセレンス―原則及びモデル”

ISO/TS 24082:2021
“サービスエクセレンス―卓越した顧客体験を
実現するためのエクセレントサービスの設計”

優れたサービス（エクセレントサービス）を継続して
提供するための組織能⼒についての要求事項／推奨事項

優れたサービス（エクセレントサービス）の設計活動への推奨事項

c.f.) DIN SPEC 77224:2011, CEN/TS 16880:2015

特定の分野に依らないサービス全般を対象に、顧客との関わりを扱う区分の国際標準（ごく少数）

E. エクセレントサービス
のための設計の評価

C. 顧客接点及びデータポイント
による卓越した顧客体験の設計

D. 共創環境の設計

エクセレントサービス
とその提供

B. 設計課題及び
独⾃の価値提案の明確化

A. 顧客に対する理解及び共感

適切な場所へ
戻り，反復

例）
顧客プロフィール
顧客の声（VoC）
顧客インサイト

例
“どうしたらできるか
(How might we)” の
問いかけ（HMWステートメント）
独⾃の価値提案

例）
新しいカスタマージャーニー
顧客接点，データポイント
サービスブループリント

例）
顧客の積極的な参加
サービス提供者の顧客中⼼性
共創環境

フィールド
データ

評価報告を
含む設計結果

エクセレントサービスに関する
設計プロジェクトの計画

DfES活動

DfES活動の
前提条件

サービスエクセレンスモデル
サービスエクセレンスのリーダシップと戦略
サービスエクセレンスのビジョン，ミッション及び戦略
リーダシップ及びマネジメントの条件

サービスエクセレンス⽂化と従業員エンゲージメント
サービスエクセレンス⽂化
従業員エンゲージメント

卓越した顧客体験の創出
顧客のニーズ，期待及び要望の理解
卓越した顧客体験の設計及び改良
サービスイノベーションマネジメント

運⽤⾯でのサ―ビスエクセレンス

顧客体験に関連する効率的かつ効果的なプロセス及び組織構造のマネジメント
サービスエクセレンスの活動及び結果の監視

� 欧州の流れと合流しつつ、⽇本主導のWG2にて、設計規格を策定（主査︓⽔流、PL︓原）
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令和3年度産業標準化事業表彰（2021年10月）
� ISO発⾏から数ヶ⽉後に、JIS版と解説書籍を発⾏

JIS公告の記載（経産省）
� サービスエクセレンスの考え・ねらいは、サービス
産業だけでなく製造業にも重要

� サービスエクセレンス規格を通じて、属⼈性から脱
却した組織的・継続的な取り組みが期待される

原⾠徳（産業技術環境局⻑表彰・国際標準化奨励者表彰）
� ISO/TC312/WG2のプロジェクトリーダーとして、
⽇本提案のISO/TS 24082の開発を主導。

� この規格は、組織のサービスの⽣産性向上への取組
みに⼤いに参考となり役⽴つものであることから、
その社会的波及効果の⼤きさが主な功績として評価
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ISO/TC312 （専門委員会）とキャラバン的活動
� 各国の標準化団体主催で、各国の利害関係者向けのワークショップやイベントを併催
� 2024年︓中国（オンラインを含め17,000名参加）、2025年︓バルバドス（カリブ海）
� ⽇本（原）からは、エクセレントサービスの設計規格（ISO/TS 24082）をレクチャ
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生理計測による感情推定とユーザ体験の評価
フライトサービスを対象を、20便分の2-3時間の感情データをモバイル型脳波計測器で収集
� 何時間にもわたって、サービスのインタラクションと環境の両⽅を徹底的に評価
� 従来の⾃⼰申告では⾒逃されていたフライトサービスにおける感情のピークを検出
� 客室乗務員による特定のインタラクションが強いポジティブな感情（快＋覚醒）を呼び起こす
� 提案⼿法は、アンケートによるフィードバックを超えて、カスタマーデライトの洞察を強化

巡⾏中 下降中
地上⾛⾏か
ら停⽌まで

地上
⾛⾏中

初期上昇中

離陸滑⾛開始から離陸まで

初期進⼊

上昇中

ﾌﾟｯｼｭﾊﾞｯｸから
ｴﾝｼﾞﾝ点⽕まで

最終進⼊着陸

駐機中 (降機)

サービス
エンカウンター

フライトフェーズ

強いポジティブな
感情の表出期間
（快＋覚醒）

① ② ③④ ⑤ During climb ⑥ During cruise ⑦ During descent ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

(b)Asking 
about a drink (c)Serving 

a drink
(d)Drink cup 

collection
(i)Conversations 
started by flight 

attendant
(k)Special goods 
provision (card)

(k)Special goods 
provision (small toy)

(i)Conversations started 
by flight attendant


In-flight 

announcement

Disembarkation 
greeting

1.5

2.5

3.5

4.5

5.5

600 1200 1800 2400 3000 3600 4200 4800 5400 6000 6600 7200 (s)

(B) EEG計測と接客内容の分析結果から作成したカスタマージャーニー

Hara, T., Hamano, M., Ho, B. Q., Ota, J., Yoshimoto, Y., & Arimitsu, N. (2023). 
Method for analyzing sequential services using EEG: Micro-meso analysis of 
emotional changes in real flight service. Physiology & Behavior, 272, 114359.

(A) 企画段階や主観評価で作成される、カスタマージャーニーマップでの感情起伏の例

⽣理計測を通じて、より詳細に評価

感情起伏
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2017〜2019, 2023〜の卒論・修論テーマ
� 研究室初期と⽐較すると、被験者実験や質問紙調査を含む研究が増えた（⾚字は2023〜）
� 研究⼿法も、⼈⽂社会科学分野での質的調査や⼼理系のデータ解析を徐々に取り⼊れていった

分類 学⽣ 卒業論⽂題⽬／修⼠論⽂題⽬
設計⼯学・システム⼯学 後藤 美和⼦ ⼤規模⾔語モデルを⽤いた対話的な設計教育のための選択型学習スタイルの開発 (B)

川村 泰世 DfX学習⽀援を⽬的とした⼤規模⾔語モデルを⽤いた対話型システムの構築と検証 (B)
岡⽥ 有希 ユーザへの機能提供につながるデータ利活⽤のモデル化・分析⼿法(B)
⾦ 圭源 価値共創の視点からみたサービスエコシステムの構造的な表現(M)

観光情報サービス ⻘池 孝 ⼈込み情報を対話的に提⽰する旅⾏計画⽀援⼿法の開発(B)
計画と実観光時の⼈込みに対する旅⾏者⼼理の変動(M)

宮本 瞭 まち歩きと有名スポット巡りを両⽴させるまち歩き観光プランニング⽀援⼿法の開発(B)
接客サービス 永井 遙空 個別的な接客スキルの尺度開発と客室乗務員の状況判断テストの回答評価への応⽤ (B)

安部 瑞希 接客従事者の共感性と接客スキルについての研究 (B)
⽴岡 宏治 旅客⼼理を踏まえた気づきのスキル獲得を⽀援する演習教材の構成(M)
福島 稜 客室乗務員の認知スキルにおける認知過程の分析(B)／認知的コンピテンシーを表す特徴の同定(M)

接客サービス／ユーザ体験の計測 濱野雅史 客室乗務員による接客とフライトイベントが乗客の感情変動に与える影響の分析(M)
ユーザ体験の計測 浦⽥ 康快 感性・⽂脈情報を活⽤した感情喚起の過程分析(M)
ユーザ⾏動・⼼理分析 寒川 隼平 社会課題に関するスタディツアーでの体験が参加者にもたらす効果の分析(B)

濱野 雅史 顧客⼼理を含めた再配達問題解決のための宅配サービスの分析(B)

⽣産システム 李 楊旭 Automatic Assessment System of Operatorsʼ Risk in Order Picking Process for Task Analysis
（ピッキング作業のプロセスリスク評価システムの⾃動化）(M)
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（川村 2023） 大規模言語モデル（LLM） を用いた製品の概念設計と学習支援
� 環境調和型設計(DfE)のガイドラインを⽤いて、専⾨知識と対話の流れを補完したGPTsを構築
� 対照実験により、LLMが持つ個別応⽤性がもたらす学習効果への影響を検証した（省略）

原⾠徳, 川村泰世, 太⽥順: ⼤規
模⾔語モデルを活⽤した上流
設計とDfXの設計⽀援, 設計⼯
学, Vol.59, No.6, pp.259-267.
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（後藤 2024） 選択型学習スタイルの提案・導入
� 本ツールのユーザは、新しい⼿法の学習・習得をする⼈であるが、学習⽅法や⽬的は様々
� （川村 2023）の実験データの分析後に、選択型学習スタイルの提案・導⼊した
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E. エクセレントサービス
のための設計の評価

C. 顧客接点及びデータポイント
による卓越した顧客体験の設計

D. 共創環境の設計

B. 設計課題及び
独⾃の価値提案の明確化

A. 顧客に対する理解及び共感

適切な場所へ
戻り，反復

例）
顧客プロフィール
顧客の声（VoC）
顧客インサイト

例
“どうしたらできるか (How might we)”
の問いかけ（HMWステートメント）
独⾃の価値提案

例）
新しいカスタマージャーニー
顧客接点，データポイント
サービスブループリント

例）
顧客の積極的な参加
サービス提供者の顧客中⼼性
共創環境

エクセレントサービスのための設計活動

サービスCAD [原 2009]他

顧客の利得

顧客の悩み

顧客が
解決したい課題

顧客の悩みを
取り除くもの

顧客の利得を
もたらすもの

製品や
サービス

顧客への価値提案（提供価値） 顧客プロフィール

“とてもストレスを感じるけれど、休めない“

“⺟にとっては⾃宅で過ごした⽅が良い“

“⺟のことは愛しているけど、
もう楽しいことは何もない“

どこに助けを求めれば良いの︖

どうして専⾨の⼈がもっと
世話をしてくれないのか︖

姉妹には迷惑かけたくない。
彼⼥は忙しい

週に４⽇はオフィスで働く

管理業務もある薬を取りに⾏く

毎晩、仕事の後に訪問する

⼩さい⼦ども２⼈の⾯倒をみる

⽇⽤品を買いに⾏く

⽇中の電話着信が煩わしい

世話と介護の量に圧倒されている

認知症がもたらす変化に怯えている

家族介護者
（Informal caregiver）

Do

FeelThink

Say

Function structureValue proposition canvas

Customer problem statement
（この他、HMW questionなど）

Service blueprint

Customer journey map

Persona

Empathy map

(contents of value proposition)

【現在】従来のサービスCADから、サービスLAD（LLM-aided design）へ
� 対象を製品設計からサービスデザインに本格的に移⾏。開発した国際規格も積極活⽤

サービス提供者
の領域

顧客の領域

⽣産過程
（価値のつくりこみ）

使⽤過程
（独⽴した価値創造）

接触の領域

相互作⽤の過程
（価値の共創）

共創環境
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見た目を含めて自動作成した例
� “サステナブルファッションを題材とした

製品・サービスを考えたいです。”
� “ユーザ像（顧客像）を作成してください”
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見た目を含めて自動作成した例
� “このユーザ像の価値観を理解するためのラダリング分析を⾏ってください。”
� “このユーザ像に訴求する、新しいサステナブルファッションブランドを提案してください”

ラダリング分析の結果
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見た目を含めて自動作成した例
� “マッサージサービスの提供プロセスを、ユーザ⽬線で記述し、可視化してください”
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企業との連携 （サービスエクセレンス実践研究会）
� 開発ツールは、NECの実ビジネスでの展開の他、他の共同研究先企業にも使⽤していただいている



サービス学会 国内⼤会
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まとめ （原研究室内の研究グループ、来年度の人数）

� サービスLADグループ 2名
w サービス⽤の設計⽀援、製品サービスシステム
w ⽣成AI、⼤規模⾔語モデル（LLM）、NEC等との共同研究

� 接客グループ 1〜2名
w ANAとの共同研究。スキル解明と⼈材育成への応⽤
w サービスマーケティング等、⼈⽂社会学的な要素も強い

� 観光グループ 2名
w 実は、2010年代の卒論・修論の主要題材だった
w モデルベースのプランニングからビッグデータ分析を取り⼊れる

� ⽣産システム・グループ 1名
w 太⽥研の学⽣テーマと連動（デンソー社会連携講座、⼈⼯物 梅⽥研とも合同）
w ダイキン社会連携講座「次世代ものづくりアーキテクチャ」とも関連

� サービスロボット・グループ 1〜2名
w 修⼠留学⽣とともに具体的なテーマを模索中（with 太⽥先⽣）
w 接客研究の知⾒を活かしながら、Human-Robot Interactionに取り組む

• 東⼤総⻑室直下の「サービ
スエクセレンス」総括寄付講
座の活動との連携

• ISO国際標準を活⽤した、
6企業との共同研究
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ご清聴ありがとうございました
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参考） 原の外部活動も含めた、最近研究・教育の概要
� 転出後に開拓した⼆分野の活動を、サービス⼯学と融合し、発展させている段階にある

サービス⼯学

社会システム
デザイン

サービス
エクセレンス
（+ 標準化活動）

• RACE-ダイキン社会連携講座
「次世代ものづくりアーキテクチャ」

• ⺠間企業への学術指導 【Type C】

• ⺠間企業との共同研究 【Type B】
積⽔化学⼯業、ブリヂストン（社内展開）

• Design for Excellent Service (DfES)
• ⽣成AI, サービスLAD (LLM-aided Design）
• 価値共創の数理モデル構築（サービス・テコロジー）
• ⽣理計測による感情推定とユーザ体験評価
• ⺠間企業との共同研究 【Type A】

NEC、ANA総合研究所、⽇本精⼯、三菱重⼯業

• 製造業のサービス化、設計⽀援、接客、観光情報、
共創⽀援などをキーワードとした研究

• 放送⼤学「サービスサイエンス」 開講 (23ʼ-)
• サービス学会、精密⼯学会、⽇本機械学会等

• 社会システム・デザインの⽅法論
⽇本⽣産性本部 経営アカデミー
公共⼈材の育成（官僚向け研修）

• デジタル庁（⾮常勤⺠間専⾨⼈材）

• 東京⼤学 総括プロジェクト機構
「サービスエクセレンス」総括寄付講座
（共同代表、兼務）

• ISO/TC312 国際標準化活動
• 経産省 サービス標準化WG
• ⽇本産業標準調査会 臨時委員
• ⽇本品質管理学会
• ⽇本サービス⼤賞
• ⽇本ホスピタリティ推進協議会
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社会システム・デザインの一方法論の習得・発展
� ⽇本⽣産性本部, 社会システム・デザイン演習（2020年開講、官が主、原も参画）
� システム思考の因果ループ図を応⽤し、横⼭禎徳⽒が開発・推進した⽅法を利⽤して年間演習

w コンサルタント時代のロジックツリーをはじめとした問題解決のための静的な構造分析に限界を感じ、
「だんだん良くなる」「だんだん悪くなる」というダイナミクスを取り⼊れた規律的な思考⽅法を開発

良循環を創造し、「駆動エンジン」としての
サブシステム群をツリー状の行動フローとして記述

Step-1 Step-2 Step-3 Step-4 Step-5

Step-1 Step-3

Step-4Step-2 Step-3 Step-5

サブ
システム

サブ
システム

良循環を支える層構造のサブシステム

.....

.....

.....

価値
提供

サブサブシステム

サブサブサブシステム

Step-2 Step-4

Step-1

サブ

システム

対象分野に内在する中核課題とそこから派生する
複数の悪循環を発見し定義する

悪循環－１

悪循環－２

悪循環－３

中核課題の例：
１．住宅供給：寿命の尽きた持

家推進策の継続
2．医療：医者、患者、保険者

間の⾃⼰規律の無さ

中核課
題
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社会システム・デザインの一方法論の習得・発展
� 毎年25名程度を対象とし、これまでに100名を超える修了⽣を輩出している
� 2024年度から原が主担当として引き継ぎ、⽅法論と訓練ツールを体系化・⾼度化（AI利⽤）
� 本⽅法論は、官庁内の政策提⾔業務等でも利⽤されている（例︓農⽔省プロジェクトチーム）
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サービスＬＡＤへの本方法論のプラグイン ー悪循環と中核課題
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サービスＬＡＤへの本方法論のプラグインー良循環とサブシステム


